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▲第59回定例会（柏崎原子力広報センター）�

情
報
誌
�

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の �

透 明 性 を 確 保 す る �

地域の会�地域の会�
第 3 0号�
平成20年8月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�



原
子
力
安
全
・
保
安
院
か
ら
「
原
子
力

施
設
に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
」

に
お
け
る
地
質
調
査
関
係
及
び
設
備
等

の
健
全
性
評
価
に
つ
い
て
、
ま
た
、
東

京
電
力
か
ら
追
加
地
質
調
査
の
概
要
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
。
�

Q
　
中
越
沖
地
震
直
後
に
、
1
号
機
で

2
0
0
0
ト
ン
も
の
水
が
建
屋
内
に
溜
ま

っ
た
事
に
関
し
て
、
東
京
電
力
は
19
日
か
ら

20
日
に
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

ア
メ
ダ
ス
の
記
録
に
集
中
豪
雨
は
な
い
。
虚

偽
の
説
明
を
繰
り
返
す
東
電
を
全
く
信
じ

ら
れ
な
い
。
�

東
京
電
力
　
集
中
豪
雨
と
い
う
表
現
が

正
確
で
な
け
れ
ば
訂
正
す
る
。
雨
が
相
当

量
降
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
発
電
所
内
の

降
雨
量
デ
ー
タ
が
あ
る
か
調
べ
、
次
回
報

告
す
る
。
�

委
員
意
見
　
豪
雨
は
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
事
実
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
虚
偽
の
説

明
と
の
表
現
は
取
り
消
す
べ
き
だ
。
�

Q
　
１
号
機
の
設
置
許
可
時
、
海
底
の
断

層
は
ど
の
よ
う
に
耐
震
安
全
性
を
評
価
し

た
の
か
。
�

保
安
院
　
当
時
は
耐
震
指
針
が
で
き
て
お

ら
ず
、
東
京
電
力
に
よ
る
海
上
音
波
探
査

は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
既
存
の
文
献
に
よ

り
、
断
層
を
評
価
し
た
。
�

Q
　
地
震
予
知
の
、
何
か
い
い
シ
ス
テ
ム
は

な
い
か
。
電
磁
波
の
研
究
を
し
て
い
る
と
思

う
が
。
�

保
安
院
　
ひ
ず
み
集
中
帯
に
つ
い
て
、
文
部

科
学
省
の
５
ヵ
年
の
研
究
が
開
始
さ
れ
る
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
電
磁
波
に
よ
る
地
震
前

兆
現
象
の
把
握
が
あ
る
。
�

Q
　
B
W
R
は
制
御
棒
を
下
か
ら
押
し
上

げ
て
挿
入
し
、
原
子
炉
を
止
め
る
仕
組
み

だ
が
、
地
震
時
の
強
い
揺
れ
の
中
で
確
実
に

挿
入
さ
れ
る
の
か
疑
問
。
�

保
安
院
　
水
圧
で
制
御
棒
を
押
し
上
げ
挿

入
す
る
が
、
過
去
の
実
験
結
果
等
か
ら
も

非
常
に
信
頼
が
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
越
沖
地
震
時
、
運
転
中
の
号
機
は

全
て
制
御
棒
が
確
実
に
挿
入
さ
れ
た
。
辛

う
じ
て
止
ま
っ
た
の
で
は
と
い
う
疑
念
も
聞

く
が
、
運
転
員
は
冷
静
な
行
動
を
と
り
、
安

全
に
停
止
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
�

Q
　
原
子
炉
１
基
あ
た
り
配
管
系
統
が
全

長
１
７
０
ｋｍ
、
溶
接
箇
所
が
２
万
箇
所
あ
る

と
聞
く
。
こ
れ
ほ
ど
長
く
、
多
け
れ
ば
地
震

に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
漏
れ
る
よ
う
な
事

故
が
起
き
て
も
不
思
議
で
な
く
、
大
変
不

安
に
思
う
。
�

保
安
院
　
配
管
系
統
に
つ
い
て
は
、
製
造

段
階
か
ら
品
質
管
理
を
行
う
。
運
転
開
始

後
も
定
期
的
に
確
認
し
て
、
信
頼
性
の
維

持
管
理
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
強
化

し
て
い
く
。
�

Q
　
発
電
所
敷
地
近
く
の
地
震
断
層
が
動

い
た
こ
と
に
伴
う
地
殻
構
造
運
動
を
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
か
。
今
後
、
審
査
の
対
象

に
な
る
の
か
。
�

保
安
院
　
今
回
の
地
震
に
よ
る
地
表
面
の

地
殻
変
動
は
あ
っ
た
。い
ろ
ん
な
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

厳
正
に
確
認
し
て
い
く
。
�

Q
　
２
・
５
号
機
の
安
全
審
査
状
況
は
、
当

時
公
開
さ
れ
て
い
た
の
か
。
�

保
安
院
　
２
・
５
号
機
の
申
請
は
通
産
省

が
一
次
審
査
を
、
原
子
力
委
員
会
が
二
次

審
査
を
行
い（
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）
、
審
査
書

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
個
別
の
審
査

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
当
時
は
公
開
に
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
�

Q
　
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
を
震
源
と

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
の
地
震
が

起
き
る
こ
と
も
想
定
し
て
、
基
準
地
震
動
を

設
定
す
る
の
か
。
�

保
安
院
　
事
業
者
は
長
岡
平
野
西
縁
断

層
帯
を
構
成
す
る
３
つ
の
断
層
は
基
本
的

に
は
独
立
し
た
も
の
と
し
た
上
で
、
安
全
性

を
考
慮
し
て
、
一
連
の
断
層
と
し
て
耐
震
評

価
を
行
っ
て
い
る
。
ま
だ
基
準
地
震
動
に
つ

い
て
事
業
者
か
ら
申
請
は
な
い
が
、
地
震
調

査
研
究
推
進
本
部
の
評
価
と
同
程
度
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
相
当
の
地
震
動
を
想
定
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
�

　
�

�・
地
震
に
対
し
十
二
分
な
配
慮
を
し
て
地

質
構
造
の
調
査
・
評
価
と
、
機
器
の
点
検

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
地
質
に

つ
い
て
は
今
ま
で
は
活
断
層
を
小
さ
く
見

積
も
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
だ
っ
た
が
、
長

岡
平
野
西
縁
断
層
帯
を
構
成
す
る
３
つ
の

断
層
を
一
連
の
も
の
と
し
て
見
て
い
る
と

は
っ
き
り
言
わ
れ
た
の
で
安
心
し
た
。
全
体

の
機
器
の
点
検
の
中
で
細
か
い
部
分
の
手

落
ち
が
あ
っ
て
は
困
る
。
念
に
は
念
を
入
れ

て
今
後
も
点
検
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
�

・
坂
田
か
ら
北
側
の
中
央
丘
陵
の
西
側
の

断
層
が
今
回
の
地
震
に
伴
っ
て
隆
起
し
た
。

断
層
の
北
半
分
し
か
評
価
し
て
い
な
い
と

い
う
の
は
お
か
し
い
。
き
ち
ん
と
評
価
を
し

て
ほ
し
い
。
�
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発
電
所
敷
地
及
び
周
辺
地
域
の
地
質
調
査
結
果
に
つ
い
て
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

�

内　　容�

第59回定例会の概要�
平成20年5月14日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）�

15名（欠席9名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村 �

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所 �

地域担当官事務所 �

東京電力（株） �

●前回定例会以降の動き  �

●ワーキンググループの調査報告、状

況について  �

●その他  

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

59

�【
新
潟
県
技
術
委
員
会
�

　
（
小
委
員
会
）
を
傍
聴
】
�

�◆
設
備
健
全
性
、
耐
震
安
全
性
に
�

　
関
す
る
小
委
員
会
（
第
３
回
）
�

　
開
催
日
　
平
成
20
年
5
月
12
日
�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
�

　
場
　
所
　
自
治
労
会
館
（
新
潟
市
）
�

　
議
　
題
　
・
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
設
計
�

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
　
（
耐
震
設
計
従
事
者
か
ら
の
説
明
）
�

　
　
　
　
　
・
第
1
回
、
第
2
回
の
質
疑
へ
の
�

　
　
　
　
　
　
回
答
に
つ
い
て
�

　
傍
聴
委
員
　
3
名
�

�◆
地
震
、
地
質
・
地
盤
に
関
す
る
�

　
小
委
員
会
（
第
４
回
）
�

　
開
催
日
　
平
成
20
年
5
月
19
日
�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
15
分
�

　
場
　
所
　
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
（
柏
崎
市
）
�

　
議
　
題
　
・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
周
�

　
　
　
　
　
　
辺
の
地
質
調
査
結
果
に
つ
い
て
�

　
傍
聴
委
員
　
5
名
�

�◆
地
震
、
地
質
・
地
盤
に
関
す
る
�

　
小
委
員
会
（
第
５
回
）
�

　
開
催
日
　
平
成
20
年
6
月
3
日
�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
�

　
場
　
所
　
総
合
生
協
本
部
会
館
（
新
潟
市
）
�

　
議
　
題
　
・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
周
�

　
　
　
　
　
　
辺
の
地
質
調
査
結
果
に
つ
い
て
�

　
　
　
　
　
・
中
越
沖
地
震
の
観
測
記
録
と
�

　
　
　
　
　
　
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
�

　
　
　
　
　
　
地
震
動
の
推
定
に
つ
い
て
�

　
傍
聴
委
員
　
2
名
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�
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【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

中
越
沖
地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
観
測
デ
ー
タ
及
び
基
準
地
震
動
に
つ
い
て
�

60東
京
電
力
か
ら
同
社
が
実
施
し
た
、
海
域

と
陸
域
で
の
地
質
調
査
及
び
活
断
層
の
評

価
を
基
に
取
り
ま
と
め
た
基
準
地
震
動
に

つ
い
て
の
説
明
。
保
安
院
か
ら
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
評
価
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
。
�

�Q
　
東
京
電
力
の
公
表
直
後
に
、
保
安
院
か

ら
中
越
沖
地
震
に
関
し
て
の
チ
ラ
シ
が
出
さ
れ

た
が
、
規
制
当
局
で
あ
る
保
安
院
が
東
京
電

力
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
よ
う
な
広
報
の

あ
り
方
は
適
切
で
な
い
と
思
う
が
。
�

保
安
院
　
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
検
討

結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
準
備
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
発
行
間
際
に
東
京
電
力
か
ら
基
準

地
震
動
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
急
遽
そ
の
報
告

も
載
せ
た
。�

Q
　
中
越
沖
地
震
の
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
原

因
は
、
1
〜
4
号
機
側
の
軟
弱
な
地
盤
が

非
常
に
厚
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
印

象
が
あ
る
が
。
�

東
京
電
力
　
原
子
炉
建
屋
が
設
置
さ
れ
て

い
る
岩
盤
は
、
必
要
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
を
建
設
前
に
確
認
し
、
設
置
許
可
を
得

て
い
る
。
�

Q
　
1
〜
4
号
機
と
7
〜
5
号
機
で
の
解

放
基
盤
面
の
深
さ
が
違
う
の
は
軟
弱
な
層
の

厚
さ
が
違
う
た
め
か
。
�

東
京
電
力
　
基
準
に
沿
っ
て
解
放
基
盤
面

を
設
定
し
て
設
置
し
て
い
る
。�

Q
　
1
号
機
と
5
号
機
の
揺
れ
の
違
い
は
、「
地

震
波
の
来
る
方
向
」に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り

は
設
置
さ
れ
た
場
所
の
地
質
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
地
震
観
測
デ
ー
タ
の
分
析
で
、

今
回
の
中
越
沖
地
震
に
限
ら
ず
、
海
側
か

ら
来
る
地
震
に
対
し
、
揺
れ
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
分
っ
た
。
�

Q
　
発
電
所
の
耐
震
設

計
値
が
各
号
機
で
ば
ら
ば

ら
な
の
は
な
ぜ
か
。
�

東
京
電
力
　
設
計
値
と

は
設
計
用
の
地
震
動
を
入

力
し
た
と
き
に
各
建
物
の
最

地
下
部
が
ど
の
く
ら
い
揺
れ

る
か
を
表
し
た
数
字
。
建
物

の
大
き
さ
な
ど
の
違
い
か
ら

設
計
用
の
地
震
動
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
地
中
を
伝
わ
る

間
に
揺
れ
の
大
き
さ
が
変
わ

る
こ
と
か
ら
違
い
が
生
じ
た
。�

Q
　
1
〜
4
号
機
と
5

〜
7
号
機
で
地
震
の
基
準

値
を
分
け
る
の
は
ど
う
な

の
か
。
基
準
値
は
同
じ
ほ

う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
中
越
沖
地

震
に
お
い
て
1
号
機
と
5

号
機
で
は
地
震
の
揺
れ
方
が

明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
た
め
こ

れ
を
反
映
し
、分
け
た
。�

Q
　
設
置
許
可
申
請
時
に
は
、
常
楽
寺
断

層
が
基
準
地
震
動
の
評
価
に
用
い
ら
れ
た
が
、

今
回
は
外
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
�

東
京
電
力
　
基
準
地
震
動
策
定
に
は
長

岡
平
野
西
縁
断
層
帯
を
選
定
し
て
お
り
、常
楽

寺
断
層（
中
央
丘
陵
西
縁
部
断
層
）の
影
響
は

こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。�

Q
　
耐
震
補
強
の
た
め
の
揺
れ
の
強
さ
を

1
0
0
0
ガ
ル
に
設
定
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
耐
震
補
強
を
す
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
「
止
め
る
・
冷
や
す
・
閉
じ
込

め
る
」の
機
能
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
支
持
金

具
を
増
や
す
補
強
工
事
を
す
る
。�

Q
　
新
潟
県
内
に
、
原
子
力
工
学
を
学
ぶ
学

生
は
ど
れ
位
い
る
の
か
。
県
と
し
て
人
材
育

成
面
で
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
�

新
潟
県
　
県
内
の
大
学
で
原
子
力
工
学
の

学
部
や
学
科
は
な
く
、
人
材
育
成
に
関
し

て
は
、
検
討
課
題
で
あ
る
。�

���������������　
�

�・
４
号
機
と
７
号
機
は
1
km
位
し
か
離
れ
て

い
な
い
か
ら
基
準
地
震
動
を
同
じ
に
し
た

方
が
、み
ん
な
が
安
心
す
る
の
で
は
な
い
か
。
�

・
同
規
模
の
地
震
に
比
べ
、
中
越
沖
地
震
の

揺
れ
は
1.5
倍
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
や
は
り

原
発
建
設
に
不
適
当
な
地
盤
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。こ
の
よ
う
な
地
盤
な
の
に
、
設
置

許
可
を
出
し
た
国
も
無
責
任
。
�

・
耐
震
強
化
に
向
け
た
地
震
の
揺
れ
を

1
0
0
0
ガ
ル
に
引
き
上
げ
、
耐
震
補
強
が

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
そ
れ
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
揺
れ
が
あ
っ
た
と
き
に
実
際
に
発

電
所
全
体
の
健
全
性
が
保
て
る
の
か
疑
問
だ
。
�

・
断
層
の
動
き
や
長
さ
な
ど
評
価
が
変
わ
れ

ば
基
準
地
震
動
も
変
わ
る
は
ず
、
耐
震
補

強
の
前
提
と
な
る
だ
け
に
、
十
分
時
間
を

か
け
て
議
論
し
て
ほ
し
い
。
�

・
東
電
や
保
安
院
の
説
明
で
理
解
で
き
な
い
部

分
は
地
域
の
会
で
も
議
論
を
す
る
必
要
は
あ

る
と
思
う
が
、
国
や
県
の
審
議
会
な
ど
で
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
信
頼
す
る
し
か
な
い
と
思
う
。
�

・
海
域
の
F
‐
B
断
層
と
陸
域
の
長
岡
平
野

西
縁
断
層
は
別
の
も
の
と
し
て
議
論
す
べ
き
。
�

・
県
の
小
委
員
会
等
で
、
専
門
家
か
ら
対
極
の

発
言
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
方
を
発
表
し
て

議
論
が
分
か
る
よ
う
に
広
報
し
て
ほ
し
い
。
�

・
昨
年
の
地
震
以
来
、
地
域
の
会
で
は
、
断

層
や
地
震
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
続

い
て
い
る
が
、
内
容
は
全
て
想
定
と
推
定
で

し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
発
電
所
が
現
に
存

在
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、い
ず
れ
地
域
の
会

と
し
て
の
方
向
性
を
見
出
し
て
ほ
し
い
。
�

・
地
域
の
会
の
各
委
員
は
知
識
に
レ
ベ
ル
の

差
が
あ
り
、
ま
た
、
専
門
分
野
の
違
い
も
あ

る
と
思
う
。
地
域
の
会
の
議
論
は
、
委
員
が

分
る
程
度
の
も
の
に
す
る
よ
う
運
営
委
員

会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。
�

・
住
民
と
し
て
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
、
小
さ

な
こ
と
で
も
こ
の
地
域
の
会
で
発
言
し
て
い

き
た
い
。
�

・
柏
崎
地
域
は
、
日
本
で
最
も
褶
曲
活
動
が

大
き
い
と
言
わ
れ
る
。
柏
崎
地
域
の
地
質

構
造
を
学
習
す
る
勉
強
会
等
の
機
会
が

設
け
ら
れ
れ
ば
良
い
と
思
う
。
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�
�

�

内　　容�

第60回定例会の概要�
平成20年6月4日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）  �

20名（欠席4名）  �

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院�

保安検査官事務所�

地域担当官事務所�

東京電力（株）�

●前回定例会以降の動き   �

●中越沖地震時に取得された地震観測

データの分析、他の報告書の内容に

ついて   �

●その他  

【
質
疑
応
答
】
�



「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」�事務局：財団法人 柏崎原子力広報センター　〒945－0017 新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号�
TEL 0257－22－1896　FAX 0257－32－3228　E－mai l i n f o@ t i i k i n o k a i . j p

　
昨
年
７
月
１６
日
の
新
潟
中
越
沖
地
震

か
ら
１
年
、
柏
崎
・
刈
羽
の
住
民
・
行
政
・

企
業
の
頑
張
り
で
復
旧
復
興
は
進
み
落

ち
着
い
て
き
た
と
は
言
え
、
仮
設
住
宅
住

ま
い
の
方
も
多
く
、
暑
さ
に
向
か
う
中
ま

だ
ま
だ
頑
張
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�

　
地
域
の
会
は
こ
の
１
年
、
発
電
所
の
耐

震
強
度
・
地
盤
等
昨
年
の
地
震
関
連
で

多
く
の
時
間
を
割
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
発
電
所
が
発
電
を
停
止
し
て
い
る
事
、

多
く
の
住
民
の
関
心
も
こ
の
点
に
あ
る
と

思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
�

　
新
潟
日
報
共
同
ニ
ュ
ー
ス
で
原
子
力

発
電
所
運
転
再
開
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
で
て
い
ま
し
た
。「
賛
成
」
２９
％

「
賛
成
で
は
な
い
が
仕
方
が
な
い
」
４７
％

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
１０
％
「
反
対
」

１４
％
。
�

　
地
域
の
会
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
委
員
が
思
う
こ

と
・
感
ず
る
こ
と
を
発
言
し
、
回
答
を
得

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
発
電
所
の
透
明
性
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
「
視
点
」
の
内
容
か
ら
少
し
で
も

安
心
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
�

（
運
営
委
員
　

三
宮
）
�

　私は中越地震で被災し、昨年１０
月末に２年１０

ヶ月お世話になった長岡市山古
志の仮設住宅

から、西山町坂田町内に再起を賭
け一家で転居

して来ました。中越地震でダメージ
を受けた家は、

直後の大雪で倒壊し、宅地は再び
災害の起こりやすい危険地帯と

なり、山古志での再建は難しくなり
ました。苦渋の選択の末、当地

に安住の地を求め永住しようと決
断したわけです。�

　しかし、こんな大きな地震が中越
地震に続いて、この地で起きる

とは夢にも思いませんでした。完成
間際の我が家も被害を受け、想

定外の出費を余儀なくされ、復興
半ばで経済的にも厳しいものを

感じています。まさに災害の恐ろし
さを痛感しました。�

　災害で思うことは、天変地変唐突
の災害は防ぎようがありませんが、

人為的な災害はあってはならない事
と思います。中越沖地震での原発

の風評被害は広い地域に今もまだあ
るように思われますが、何か良い方

策（運動等）はないものかと気になる
ところです。私の原発感は、今まで

は何か事があっても他人事のように思
っていましたが、さすがに目の前に

原発があり、また、関係の情報もい
ろいろ見聞きする事が多くなった

今、原発は身近に感じ、不安もありと
言ったところが正直な感想です。�

　また、長くなったので結論だけ言
いますと、私は原発と地域の共

存を望みます。私たちのこの地域
が、安全できれいな海、安心して

暮らせる所、みんなが大好きな所で
あり続けて欲しいと強く願って

います。�

安住の地を望む�
柏崎市�星野 源一さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�

h t tp : / /www. t i i k i noka i . j p

4

発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（4月10日～6月4日）�（4月10日～6月4日）�

　原子力発電所は物心ついた頃から身近にあり
ました。身近にあるにも関わらず「世界規模の電
気を作る会社」位の知識しか持っておらず、原発
が爆発したら終わりだろうと思っていました。原発
のことを何も知らない中で、中越沖地震が発生してとても不安になり、もっと原発について知りたいと思いました。�
　そんな中、先日、見学に行ける機会があり見学に行きました。「止める、冷やす、閉じ込める」などの機能を知ることができました。そういった安全に対する機能をもっと世間にアピールしたらいいと思います。私のように何も知らないで不安に思っている人もたくさんいると思います。その不安が解消できるように、常に安全、安心にこだわってもらいたいです。�　私は、海の町「柏崎」が大好きです。地震の際に微量の放射性物質が海に流れ出たとニュースで見たときは、大変がっかりしましたが、実際にはまったく環境に影響がない程の量だと見学の際に聞いて安心しました。海に隣接しているんですから、海の保護にも力を入れてもらいたいです。�
　東京電力さんは、時間がかかっても安全を最優先に復旧に向けて頑張ってください。そして、復旧して安全が確保できたら、昔のように発電所構内での釣などのレクリエーションを企画してください。楽しい将来を期待しています。�

柏崎市�白井 直人さん�

柏崎の住人として望むこと�

再生紙を�
使用しています�

会は公開公開で行われています。お気軽気軽にお越し下さい。�会は公開で行われています。お気軽にお越し下さい。�

■ 今 後の「 地 域の会」定例会の開催案内■�
第63回定例会�
日時：�平成20年9月3日（水）午後5：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

新潟県 技術委員会の2つの小委員会�
（設備・耐震）（地震・地質）の両委員長�
との意見交換会�
日時：�平成20年9月3日（水）午後2：00～5：00
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�
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色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�


